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内
閣
府
経
済
社
会
総
合
研

究
所
（
Ｅ
Ｓ
Ｒ
Ｉ
）
主
催
の

政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
11
月
８

日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
か

れ
、
商
学
部
の
髙
橋
裕
教
授

が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
登
壇

し
た
。

　
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
学
者

や
有
識
者
を
招
き
、
経
済
政

策
上
の
重
要
な
問
題
に
つ
い

て
専
門
的
見
地
か
ら
意
見
を

交
わ
し
て
い
る
。
87
回
目
の

今
回
は
、「
シ
ス
テ
ム
ダ
イ
ナ

ミ
ク
ス
×
Ａ
Ｉ
を
用
い
た
将

来
展
望
」
を
テ
ー
マ
に
、
人

口
・
環
境
・
国
際
経
済
に
関

す
る
試
算
結
果
の
報
告
に
続

き
、
各
パ
ネ
リ
ス
ト
が
発
表

を
行
っ
た
。

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い
た
手
法

研
究
や
Ｉ
Ｔ
関
連
の
技
術
活

用
が
専
門
の
髙
橋
教
授
は
、

議
論
の
核
と
な
る
「
シ
ス
テ

ム
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
（
Ｓ
Ｄ
）」

の
基
本
的
な
考
え
方
や
今
日

的
意
義
を
解
説
し
た
。

　
地
球
規
模
の
複
雑
な
課
題

に
取
り
組
む
た
め
に
は
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
利
用
が
効

果
的
で
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
は
、
複

雑
な
シ
ス
テ
ム
を
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

で
分
析
す
る
手
法
で
、
検
討

対
象
と
な
る
シ
ス
テ
ム

の
特
徴
と
効
果
的
な
介

入
方
法
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
髙
橋
教
授
は
、「
多
様

な
当
事
者
が
い
る
今
、

不
確
実
を
織
り
込
ん
だ

対
応
が
必
要
」
と
指
摘

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
想
定

を
織
り
込
ん
で
予
測
を

行
う
モ
ン
テ
カ
ル
ロ
・

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

手
法
で
リ
ス
ク
評
価
す

る
こ
と
の
意
義
を
説
明

し
た
。
当
日
の
録
画

は
、
内
閣
府
の
サ
イ
ト

で
公
開
さ
れ
て
い
る
。

　
人
間
科
学
部
で
開
講
さ
れ

て
い
る
「
社
会
意
識
論
２
」

（
嶋
根
克
己
教
授
）
の
一
環

と
し
て
、
社
会
心
理
学
者
で

あ
る
小
坂
井
敏
晶
氏
を
ゲ
ス

ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
迎
え
た
講

演
会
「
矛
盾
の
効
用
　
常
識

を
崩
す
た
め
の
方
法
論
」
が

11
月
22
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ

ス
で
行
わ
れ
た
。

　
小
坂
井
氏
は
在
仏
で
社
会

心
理
学
を
研
究
、
昨
年
ま
で

パ
リ
第
８
大
学
で
准
教
授
を

務
め
た
。
新
た
な
日
本
人
論

を
構
築
し
、『
民
族
と
い
う

虚
構
』『
矛
盾
と
創
造
』
な

ど
著
書
多
数
。

　
冒
頭
、
嶋
根
教
授
は
小
坂

井
氏
と
小
中
学
校
の
同
級
生

だ
っ
た
縁
が
今
回
の
講
演
に

つ
な
が
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

紹
介
し
、「
社
会
、
人
間
と
は

何
か
、
意
識
は
何
に
と
ら
わ

れ
て
い
る
の
か
を
考
え
る
い

い
機
会
に
し
て
ほ
し
い
」
と

開
講
意
図
を
述
べ
た
。

　
小
坂
井
氏
は
「
常
識
か
ら

逃
れ
て
新
し
い
知
見
を
も
つ

こ
と
が
大
切
だ
」
と
述
べ
、

例
え
話
を
交
え
な
が
ら
、
常

識
と
矛
盾
に
つ
い
て
語
っ

た
。
矛
盾
に
気
づ
い
た
時
の

ア
プ
ロ
ー
チ
と

し
て
「
ど
ち
ら

か
の
理
論
が
誤

り
」「
条
件
ご
と

に
理
論
を
使
い

分
け
る
」「
前
提

を
見
直
し
矛
盾

を
解
く
」
の
三

つ
が
あ
る
が
、

前
提
を
見
直
す

こ
と
が
最
も
大

切
だ
と
語
り
掛

け
た
。

　
ま
た
、
差
別

の
問
題
に
関
し

て
は
、「
差
別
は

抑
圧
と
支
配
に

よ
る
も
の
と
さ

れ
て
き
た
が
、

本
当
だ
ろ
う
か
」

と
、
日
本
の
西

洋
化
を
挙
げ
な

が
ら
学
生
た
ち

に
問
い
か
け
た
。

　
最
後
に
自
分
自
身
の
思
考

枠
を
変
え
る
に
は
ど
う
し
た

ら
い
い
か
と
い
う
テ
ー
マ
に

つ
い
て
考
察
し
、「
自
分
自

身
と
向
き
合
う
こ
と
は
と
て

も
難
し
い
こ
と
だ
。
自
由
、

平
等
、
正
義
、
性
の
タ
ブ
ー

に
真
摯
に
向
き
合
い
、
考
え

る
こ
と
が
大
切
だ
」
と
話
し

た
。

　
学
生
か
ら
は
「
求
め
て
い

た
答
え
こ
そ
が
問
題
だ
と
い

う
結
論
に
は
驚
い
た
」「
日

本
は
支
配
、
抑
圧
さ
れ
て
い

な
い
の
に
、
西
洋
化
が
続
い

て
い
る
の
は
な
ぜ
か
」
と
い

っ
た
意
見
、
質
問
が
寄
せ
ら

れ
た
。

　
小
坂
井
氏
か
ら
は
「
差
別

と
格
差
は
な
く
な
ら
な
い

が
、
そ
の
中
で
人
は
ど
の
よ

う
に
生
き
て
い
く
の
か
。
正

解
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が

常
識
に
と
ら
わ
れ
ず
自
分
の

頭
で
考
え
て
ほ
し
い
」
と
結

ん
だ
。

　
米
村
み
ゆ
き
文
学
部
教
授

が
、「
日
本
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

学
会
賞
２
０
２
４
」
を
受
賞

し
た
。

　
受
賞
し
た
の
は
、
専
修
大

学
研
究
助
成
と
し
て
取
り
組

ん
だ
書
籍
『
映
像
作
家
宮
崎

駿
　〈
視
覚
的
文
学
〉と
し
て

の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
』

（
２
０
２
３
年
・
早
稲
田
大

学
出
版
部
）。

　
日
本
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

の
中
で
も
特
に
人
気
の
高
い

宮
崎
駿
監
督
作
品
に
つ
い

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
を
駆

使
し
た
精
緻
な
分
析
に
よ

り
、
宮
崎
駿
監
督
の
脚
色
の

手
法
を
初
め
て
明
ら
か
に

し
、〈
視
覚
的
文
学
〉
と
し

て
位
置
付
け
た
。

　
11
月
２
日
、
北
海
道
で
表

彰
式
が
行
わ
れ
た
。

　
米
村
教
授
は
日
本
近
現
代

文
学
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
文

化
論
が
専
門
。

文
・
米
村
教
授
が
受
賞

日
本
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
学
会
賞

社
会
心
理
学
者

小
坂
井
氏
が
講
演

「
タ
ブ
ー
に
真
摯
に
向
き
合
い
、
考
え
る
こ
と
が
大
切
だ
」
と

学
生
に
語
り
掛
け
た
小
坂
井
氏

学生からの質疑に応じる小坂井氏

オンラインで講演する髙橋教授

〝
常
識
〞と〝
矛
盾
〞に
つ
い
て
語
る

　
専
修
大
学
附
属
高
校
、
専

修
大
学
松
戸
高
校
、
専
修
大

学
北
上
高
校
の
生
徒
58
人
が

参
加
し
た
公
開
模
擬
裁
判

（
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
主
催
、
東
京
弁
護
士
会

協
力
）が
11
月
16
日
、神
田
キ

ャ
ン
パ
ス
の
法
廷
教
室
で
行

わ
れ
た
。
公
開
模
擬
裁
判
の

開
催
は
、
今
年
で
28
回
目
。

　
裁
判
官
、
検
察
官
、
弁
護

人
役
を
附
属
高
校
と
松
戸
高

校
生
徒
が
、
北
上
高
校
の
生

徒
が
刑
務
官
と
廷
吏
役
を
担

当
。
弁
護
士
６
人
か
ら
指
導

を
受
け
つ
つ
、
窃
盗
罪
の
審

判
を
行
っ
た
。
白
熱
し
た
審

理
の
結
果
、
裁
判
官
の
判
決

は
僅
差
で
無
罪
、
裁
判
員

（
審
理
を
傍
聴
し
た
生
徒
）

も
無
罪
と
い
う
結
果
と
な
っ

た
。

　
生
徒
か
ら
は
、「
正
解
の
な

い
問
題
を
考
え
る
こ
と
の
難

し
さ
を
改
め
て
思
い
知
っ

た
」「
実
際
の
裁
判
も
傍
聴
し

て
み
た
い
」
な
ど
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
た
。

付
属
３
校
が
公
開
模
擬
裁
判

付属３高の生徒が参加して行われた公開模擬裁判

白熱の法廷劇白熱の法廷劇
専
修
大
学
教
育
学
会

第
72
回
大
会
を
開
催

　
小
中
高
校
の
教
員
や
教
育

界
で
活
躍
す
る
卒
業
生
ら
で

つ
く
る
専
修
大
学
教
育
学
会

（
佐
々
木
重
人
会
長
）の
第
72

回
大
会
が
11
月
24
日
、
神
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
た
。

正
会
員
に
加
え
、
準
会
員
の

教
職
課
程
を
履
修
す
る
学
生

ら
約
３
０
０
人
が
出
席
し
、

教
育
現
場
の
課
題
に
つ
い
て

意
見
を
交
わ
し
た
。

　
今
回
は
、
信
州
大

学
理
事
・
事
務
局
長

で
元
文
部
科
学
省
大

臣
官
房
審
議
官
の
安

彦
広
斉
さ
ん
（
平
４

法
）
に
よ
る
講
演
会

と
、
会
員
に
よ
る
研

修
会
（
実
践
報
告
）

が
行
わ
れ
た
。

　
安
彦
さ
ん
は
、
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
な
ど
デ
ジ
タ
ル
化

の
背
景
を
解
説
。
現

行
の
学
習
指
導
要
領

の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
情
報
活

用
力
を
挙
げ
た
。
次
の
改
定

に
向
け
、「
子
ど
も
が
自
ら
学

ぶ
よ
う
に
環
境
を
整
え
、
複

雑
化
・
多
様
化
す
る
学
校
現

場
に
対
応
す
る
こ
と
が
課
題

と
な
る
」
と
ま
と
め
た
。

　
研
修
会
は
「
令
和
の
学
校

教
育
」
が
テ
ー
マ
。
高
校
で

教
壇
に
立
つ
若
手
教
員
３
人

が
、取
り
組
み
を
発
表
し
た
。

学習指導要領をテーマに語った安彦さん

商
・
髙
橋
裕
教
授

商
・
髙
橋
裕
教
授

政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

Ｓ
Ｄ
の
意
義
を
解
説

Ｓ
Ｄ
の
意
義
を
解
説

最終講義のご案内
■ 伊藤 和憲 商学部教授
日時：2025年１月25日（土）

２時限目（10：45 ～ 12：15）
場所：神田キャンパス10号館

10031教室（黒門ホール）
＊詳細は、in Campusでお知らせします

訃　
　

報

田
中
貞
夫
氏
（
た
な
か
・
さ
だ
お
）

名
誉
教
授
・
元
経
済
学
部
教
授

　
９
月
17
日
、
82
歳
で
死
去
。
１

９
８
０
年
か
ら
２
０
１
２
年
ま
で

在
職
。
専
門
は
化
学
。

古
川
純
氏
（
ふ
る
か
わ
・
あ
つ
し
）

名
誉
教
授
・
元
法
学
部
教
授

　
12
月
7
日
、
83
歳
で
死
去
。
１

９
８
８
年
か
ら
２
０
１
２
年
ま
で

在
職
。
専
門
は
憲
法
。

カッコ内は修了年、または在学年

　
初
の
法
学
部
早
期
卒
業
制
度

で
、
３
年
次
で
学
部
を
卒
業
し
、

法
科
大
学
院
既
卒
者
コ
ー
ス
に
進

み
ま
し
た
。
学
部
入
学
時
か
ら
法

曹
を
志
し
て
い
た
の
で
、
１
年
で

も
早
く
、
法
科
大
学
院
で
学
ぼ
う

と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　
た
だ
、
法
科
１
年
目
の
前
期
は

苦
労
し
ま
し
た
。
周
り
は
自
分
よ

り
長
く
法
律
の
勉
強
を
し
て
い
る

人
ば
か
り
。
ま
た
、
教
員
と
の
質

疑
応
答
を
通
し
て
学
び
を
深
め
る

ソ
ク
ラ
テ
ス
・
メ
ソ
ッ
ド
な
ど
、

法
科
な
ら
で
は
の
授
業
に
も
戸
惑

い
ま
し
た
。
予
習
復
習
を
し
っ
か

り
し
て
授
業
に
臨
み
、
議
論
を
通

じ
て
、
自
分
に
何
が
足
り
な
い
か

確
認
す
る
こ
と
で
、
実
力
を
つ
け

て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
専
修
大
学
法
科
大
学
院
は
少
人

数
で
、
教
員
と
の
距
離
が
近
く
、

学
生
の
質
問
や
要
望
に
も
熱
心
に

応
え
て
く
れ
ま
す
。
自
主
ゼ
ミ
で

司
法
試
験
の
過
去
問
を
添
削
し
て

も
ら
い
、
そ
れ
を
繰
り
返
す
こ
と

で
理
解
を
深
め
て
い
き
ま
し
た
。

同
年
代
の
仲
間
と
と
も
に
勉
強
し

た
こ
と
も
、
刺
激
に
な
り
ま
し

た
。

　
学
部
入
学
か
ら
司
法
試
験
合
格

ま
で
約
５
年
半
。
一
年
一
年
は
つ

ら
か
っ
た
け
れ
ど
、
振
り
返
れ
ば

あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。
あ
ま
り

深
刻
に
な
ら
ず
に
、
そ
の
時
の
自

分
に
合
っ
た
選
択
を
重
ね
て
、
こ

こ
ま
で
来
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
、
法
曹
を
目
指

し
た
と
き
に
描
い
た
「
気
軽
に
会

っ
て
相
談
で
き
る
弁
護
士
」
を
、

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

水鳥 祐太さん

会って相談できる弁護士に

山
田

大
樹
さ
ん

（
令
５
）

増
井

達
也
さ
ん

（
令
４
）

梶
野
瑠
里
子
さ
ん

（
令
６
）

鳥
飼

良
行
さ
ん

（
令
６
）

水
鳥

祐
太
さ
ん

（
令
６
）

合
格
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

司法試験 合格者の皆さん

吉
田

奈
央
さ
ん

（
既
習
３
年
次
）

佐
藤

智
哉
さ
ん

（
未
修
３
年
次
）

堀
江

元
彦
さ
ん

（
既
習
３
年
次
）

靱

健
司
さ
ん（

令
６
）
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